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VBMを用いて嗅内皮質の萎縮の評価ができる voxel-based specific regional analysis 
for AD（VSRAD）が開発され、AD の画像診断に用いられている。早発性 AD は晩発








【結果】早発性 AD群は晩発性 AD群よりも有意に低い Zスコアを示した。考え得る交
絡因子についての共分散分析においても、早発性 AD群の Zスコアは晩発性 AD群のも
のよりも有意に低いことが示された。有意な萎縮がみられる患者の割合は、早発性 AD
群が晩発性 AD群よりも有意に少なかった。 
【結論】VSRADを用いた本研究において、早発性 ADは晩発性 ADに比べて嗅内皮質
の萎縮が少ないことが示唆された。早発性 ADは晩発性 ADとは異なり、嗅内皮質萎縮
の評価だけでは、見逃される危険性があり、臨床症状と VSRADに加えて脳血流検査な
どの他の画像所見を包括した注意深い診断が必要と考えられる。 
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